










































































本
年
３
月
に
発
生
し
た
「
令
和
７
年
今
治
市
林
野
火
災
」
で
は
、

全
国
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
消
防
関
係
者
の
皆
様
を

は
じ
め
、
電
力
・
通
信
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

事
業
者
の
皆
様
、
そ
し
て
避
難
所
や
現
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
従
事
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
さ
ら
に
は
市
内
外
の
企
業
・

団
体
・
個
人
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
や
温
か
い
励
ま
し

の
言
葉
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
ご
支
援
を
賜
り
、
こ
の
困
難
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
治
市
は
、
瀬
戸
内
海
の
ま
さ
に
〝
へ
そ
（
中
心
）〟

に
位
置
し
、
穏
や
か
な
海
と
美
し
い
島
々
、
緑
豊
か
な
山
々
に
囲

ま
れ
た
、
自
然
・
文
化
・
産
業
が
調
和
す
る
ま
ち
で
す
。
２０
年
前

に
１２
市
町
村
が
ひ
と
つ
と
な
っ
て
大
合
併
を
果
た
し
て
以
降
、「
大

家
族
・
今
治
家
」
と
し
て
一
体
感
を
育
み
な
が
ら
歩
み
を
進
め
、

昨
年
は
合
併
２０
周
年
を
記
念
し
て
、「
む
す
ん
だ
絆
、
つ
な
が
る

未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
絆
と
誇
り
を
再
確
認
す
る
数
々
の

事
業
を
展
開
し
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
〝
こ
れ
か
ら
の
今
治
〟

を
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
合
併
に
よ
り
、
今
治
市
は
〝
こ
こ
に
し
か
な
い
〟
多
彩

な
地
域
資
源
を
有
す
る
都
市
へ
と
進
化
し
ま
し
た
。
特
に
世
界
に

誇
る
「
海
事
ク
ラ
ス
タ
ー
」
は
、
海
運
・
造
船
・
舶
用
機
器
と
い

っ
た
海
事
関
連
産
業
が
集
積
し
、
日
本
最
大
の
海
事
都
市
と
し
て

高
い
国
際
的
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た

国
際
海
事
展
「
バ
リ
シ
ッ
プ
２
０
２
５
」
に
は
、
２４
の
国
・
地
域

か
ら
過
去
最
多
と
な
る
３
８
４
の
企
業
・
団
体
が
集
結
し
、
今
治

の
海
事
産
業
の
力
を
世
界
へ
と
力
強
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
度
策
定
し
た
「
今
治
海
事
都
市
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

も
と
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
」
は
、

海
峡
を
自
転
車
で
渡
る
こ
と
が
で
き
る
国
内
唯
一
の
自
転
車
道
を

備
え
「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
」
と
し
て
多
く
の
自
転
車
愛
好
家

を
惹ひ

き
つ
け
て
い
ま
す
。
２
０
２
７
年
に
は
日
本
初
の
自
転
車
国

際
会
議
「
Ｖ
ｅ
ｌ
ｏ-

ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
２
０
２
７
」
が
愛
媛
県
で
開
催

さ
れ
、
世
界
中
か
ら
の
来
訪
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
し
ま
な
み
海
道
沿
線
地
域
を
中
心
に
移
住
者
が
年
々
増

加
し
、
年
間
３
０
０
０
人
を
超
え
る
方
が
、
新
た
な
暮
ら
し
の
拠

点
と
し
て
今
治
を
選
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
宝
島
社
の
「
住
み
た

い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
人
口
１０
万
人
以
上
２０
万
人

未
満
の
ま
ち
の
部
で
、
３
年
連
続
全
４
部
門
全
国
１
位
を
獲
得
す

る
な
ど
、
移
住
施
策
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
評
価
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

市
街
地
に
目
を
向
け
る
と
、
世
界
的
建
築
家
・
丹
下
健
三
氏
の

設
計
に
よ
る
市
庁
舎
な
ど
の
作
品
群
が
集
積
す
る
建
築
美
術
の
ま

ち
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
丹
下
先
生
の
没
後
２０
年
と
な
り
、

そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
特
別
展
の
開
催
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
丹
下
先
生
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
は
、
本
市
が

新
た
に
策
定
し
た
中
心
市
街
地
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
も
息
づ
い

て
お
り
、
現
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
治
の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め
て
い
る
「
今
治
タ
オ

ル
」
は
、
高
品
質
な
も
の
づ
く
り
の
象
徴
で
あ
り
、
元
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
監
督
・
岡
田
武
史
氏
が
オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
「
Ｆ
Ｃ
今

治
」
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
市
民
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
る

か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
地
域
資
源

が
、
今
治
の
誇
る
べ
き
財
産
で
あ
り
、
他
に
は
な
い
〝
強
み
〟
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
社
会
課
題
に
も

正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
で
は
、「
今
治
版

ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
推
進
に
よ
り
、
妊
娠
か
ら
１８
歳
ま
で
切
れ
目
の
な

い
独
自
の
支
援
体
制
を
整
え
、「
日
本
子
育
て
支
援
大
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
３
年
に
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
」
を
行
い
、
脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
、
今
年

５
月
に
は
県
内
初
と
な
る
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
て
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
な
が
ら
、
衰
退
の
流
れ
を
断
ち
切
る
「
脱
・
衰
退
」
を
実
現
し
、

選
ば
れ
る
ま
ち
、
さ
ら
に
は
「
瀬
戸
内
の
世
界
都
市
」
と
し
て
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
に
溢あ

ふ

れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、こ
れ
か
ら
も「
市

民
が
真
ん
中
」
を
基
本
姿
勢
に
、
主
役
と
な
る
市
民
と
共
に
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

「STAGE CHANGE」つながる未来へ
～新しい風を確かなものに～

愛媛県今治市長 徳永　繁樹
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飯田市は、日本の中央、長
野県の最南端に位置し、

東に南アルプス、西に中央ア
ルプスがそびえ、南北を天竜
川が貫く日本一の谷地形が広
がっています。豊かな自然と
優れた景観、四季の変化に富
み、動植物の南北限という気
候風土に恵まれた盆地です。

「遠山郷」と呼ばれる南信濃と上村を合わせた地域は、遠山
川の深い谷間にあります。「神々の棲

す

む里」と言われ、各神社
に伝わり、国指定重要無形民俗文化財に指定される湯

ゆ

立
たて

神楽
「霜

しも

月
つき

まつり」には多くの神々が登場します。また、日本のチ
ロルと呼ばれる「下栗の里」は、標高800 ～ 1100メートル、
最大傾斜38度の狭い土地に人々が暮らし、「にほんの里100
選」に選ばれる、まさに日本の原風景です。10月4日には、「道
の駅遠山郷」のグランドオープンにより、日帰り温泉「かぐら
の湯」の営業が再開します。

伊那谷の中心を流れる天竜川は「暴れ天竜」の異名を持ち、
急峻な地形に挟まれて流れが急なことで有名。中でも「天龍
峡」は、両岸にそそり立つ奇岩・巨岩の峡谷美と新緑・紅葉と
いった四季の彩りが楽しめ、「天龍峡十勝」と名付けられた 
１周約１時間の遊歩道では、春には桜やツツジ、夏はヤマユ
リ、秋は紅葉、冬にはうっすら雪景色が出迎えてくれます。

飯田市

長
野
県

319

█りんご並木
市のシンボル。市内の小中学生が管理し、
春には白い花、秋には真っ赤なりんごの
実が道行く人の心を和ませます

█市田柿
飯田・下伊那発祥の干し柿。きめ細かな
肉質で心地よい歯ごたえがあり、健康食
品としても支持を得ています

█春を告げる名桜・古桜
樹齢 300年を超える古桜や樹形の良い名
桜が数多く残り、「一本桜の宝庫」として
全国的に注目されています

█南信州獅子舞フェスティバル
毎年10月中旬、神楽獅子・屋台獅子が一
堂に集まり、初秋の飯田を雄大な獅子の
舞が魅了します。今年は19日の開催

█日本一の焼肉のまち
人口1万人あたりの焼肉店舗数が全国一。
11月を飯田焼肉月間とし、29日を「飯（11）
田焼肉（29）の日」として記念日登録

█峠の国盗
と
り綱引き合戦

毎年10月、信州軍（飯田市）と遠州軍（静
岡県浜松市）が兵

ひょう
越
ごし
峠で国境をかけて綱

引きで対決します。今年は26日の予定

懐かしさと新しさが共存する街　 懐かしさと新しさが共存する街　 
飯田飯田

██下栗の里下栗の里

██名勝　天龍峡名勝　天龍峡




